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、

活保護法の解釈と運用』120頁)。「単に事実上扶養が行われたときにこれを
被扶助者の収入として取り扱うものである」という解釈のとおり、法上も、
「民法・・・に定める扶養義務者の扶養］は「この法律による保護に優先し
て行われるものとする」と「優先」とされており（第４条第２項)、第４条
第１項と異なり、保護の｢要件」とはされていない。したがって､本件では、
請求人の■は請求人の■宅に一時的に居たものであるが､仮に一時的に同居
していたとしても、「事実上扶養が行われ」ていなければ、「被扶助者の収入
として取り扱う」ことはできない。処分庁は、「責力発生」の事実を確認し
てもいないのに、誤った「資力発生｣、さらには法第４条第２項の解釈の下、
「請求人に扶助」されてもいない「費用の全額の徴収をしようとした」もの
である｡｢平成23年10月から■と同居した｣としても､｢被保誕者が保護を
必要としなくなった」とされ、あるいは、「不実の申請その他不正な手段に
より保護を受け｣たとされるのは､請求人が請求人の■から実際に援助を受
けていた場合に問題となるのであって､実態として従来と何ら変わらない場
合にまで、形式的に同居したということを以て、保護を廃止すること自体、
法第26条に反する。まして、「不実の申請その他不正な手段により保龍を受
け｣たとして、根拠も不明な「不正受給額」を徴収されるのは、法第７８条
に反する。
したがって､請求人は実態としては生活保謹費だけで生活していたのであ

り、請求人にはそもそも不正に受給を受けた事実、つまり、現実に利益を受
けた事実さえない。このため、前記のような①ないし③に当たるような事情
があるか否かさえ問題とならないが､仮に①ないし③に当たる事情がないか
検討したとしても、いずれの事情も認められない。仮に法第７８条による徴
収が認められるとするのであれば､処分庁はそもそも被保護者に不正に「受
給」した事実を立証しなければならないし、被保識者に不正受給の意図があ
ることを立証しなければならない。
(ｲ）裁決は、「請求人は､請求人宅で請求人の■が介護保険による訪問介謹を
利用していたことは認めており､請求人の■が訪問介護の利用を請求人宅で
受けているとすれば､請求人の■の居住実態は請求人宅にあったと推察され
る」としている。
しかし、｢訪問介護」はホームヘルパーなどが家庭を訪問して、介護や家
事の援助をするものである｡請求人の■が一時的に請求人の■宅(処分庁、
裁決の言う「請求人宅｣）で生活していたため､請求人の■の訪問介護が来
訪していたにすぎない。
また、裁決は「請求人は、説明を受けているにもかかわらず、平成24年
３月23日に処分庁が請求人の■が当該住宅に移り住んだことを確認するま
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【憲法第25条、法第３条違反（再審査請求に係る処分１，２)】
保護廃止前と保護廃止後とで請求人の生活は何ら変わっていない｡このようにぎ
りぎりの生活をしている被保護者（請求人）に一方的に責任を転嫁し、被保護者を
困惑させるような処分庁の違法な運用（再審査請求に係る処分１，２）がまかり通
れば、生活扶助はもともと［困窮のため最低限度の生活を維持することのできない
者」に対して「衣食その他日常生活の需要を満たすために必要なもの」の範囲内で
しか支給されないのに、その者の負担において、すなわち最低限度の生活を削って
余儀なく徴収されるのであり、健康で文化的な最低限度の生活を保障した憲法第
25条､法第3条に反する事態を容認することになる。
【結論】
以上のとおり、本件再審査請求に係る処分１，２は、いずれも法第７８条、第８０
条、憲法第25条、同法第３条に違反している。したがって、原処分はいずれも取
り消されるべきである。

第２再審査庁の判断
審査庁から提出された請求人の審査請求の際の審査請求書（以下「審査請求書」
という｡)、請求人の審査請求の際の弁明書（以下「弁明書」という｡)、請求人の審
査請求の際の反論書（以下「反論書」という｡)、原裁決に基づき、次のとおり判断
する。 ’
１認定した事実
(1)平成23年５月６日､請求人は､これまで請求人の■と同居していたが､■
が入院し､■が請求人の■宅で生活することとなったため､単身世帯となり、
預貯金を使い果たして生活に困窮するとして、処分庁あて保護申請した。‘
（２）同月２０日、処分庁は、請求人の保謹開始を決定した。
（３）平成24年３月２３日、処分庁職員は、請求人宅を訪問した際に、請求人から
次の点について確認した。
ア請求人が利用ｻー ﾋｽを受けている訪問介護については､主に請求人の■の
買い物に利用している。
イ請求人の■は､平成23年lO月から請求人宅の2階で生活をしている。
ウ請求人の■ま､現在､市内の有料老人ﾎー ﾑで生活している。
（４）同月28日、請求人及び請求人の励拠分庁に来庁した。
処分庁職員は､請求人の■が､普段は請求人宅で生活をしており、時々 ､請
求人の■宅にも行くと聞き取り､■を請求人と同一世帯の世帯員として認定す
ることを説明し､保護開始申請書を請求人の■から受理した。

（５）同年４月５日、請求人及び請求人の砂拠分庁に来庁し､請求人の■の保護
開始申請書を提出し、同日受理した。

一

●
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たすに十分なものであって、且つ、これをこえないものとして、個別具体的に示さ
れ､その基準により測定された要保護者の需要とその者の金銭又は物品で満たすこ
とのできない不足分を補う程度において行うことと規定している。
一方、法第78条には、「不実の申請その他不正な手段により保漣を受け、又は他

人をして受けさせた者があるときは､保護費を支弁した都道府県又は市町村の長は、
その費用の全部又は一部を､その者から徴収することができる｡｣と規定している。
(1)原処分ｌについて

原処分ｌは、処分庁が、請求人の保謹開始申請時に、処分庁職員は、請求人
に対して収入申告を求めたが、請求人から収入に該当するものの申告はなかっ
たため、保鍍開始以降処分庁は扶助費の決定に際して開始時の手持ち金以外の
収入認定は行っておらず､原処分２に係る請求人の■からの保護開始申請に対
する法第２９条の基づく金融機関に対する調査の際に前記(7)の事実を確認した
上で、電気、ガス及び電話料金を未申告収入として法第78条の適用及び返還す
べき額として決定したものである。
処分庁は、弁明書でも述べているように、請求人の保謹開始申請時に、「生活
保穫とは」という生活保識制度の説明用のちらしを使用して内容を説明したに
も関わらず､事後になって前記(7)の事実が判明し､請求人⑱口座から引き
落とされていた光熱水費等の額が処分庁に対して申告されていなかったことが
原因となって、処分庁が錯誤に陥り、請求人に対する生活保護費の不当な支給
につながったから、当該生活保謹費について返還させるために法第78条を適用
したものと解される。
しかし、請求人は､審査請求書で、当該光熱水費等の額について｢請求人は、

請求人の■宅を間借りしているだけであり、光熱水費の援助を受けている認識
などなく、また、電話については請求人は携帯電話を所持していたため利用す
ることがなく､同様に電話料金の援助を受けている認識などなかった｡」と述べ、
また、反論書では、「処分庁は『生活保護とは』（保護の説明ちらし）を請求人
に配布したことをもって、『援助等の収入について確認している』と述べたいよ
うであるが、処分庁が提出している『生活保篭とは』には『保護を受けている
人は、定期的に収入状況を申告することになっています』とあるのみで、何が
『収入』になるのか、具体的には『間借りしている家の光熱水費』が『収入』
になるのかは記戦されていないし、実際に説明されてもいない｡」と主張してい
るが、これについて、処分庁から否定する意見はない。
さらに､請求人は､反論書で｢請求人の■名義の建物であったため､請求人
の■が請求を受け､これらの料金を支払っていたに過ぎない｡｣と述べているよ
うに､請求人と請求人の■との間で金銭の授受は行われておらず､実際に､請
求人が援助を受けている認識がなく、認識がないから当該光熱水費等の額にっ
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